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	応用
	抗原情報
	背景
	ベクリン1（BECN1）ホモサピエンス この遺伝子は、飢餓によって引き起こされる分解過程であるオートファジーを制御するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、小胞輸送過程を媒介するホスファチジルイノシトール3キナーゼ（PI3K）複合体の構成要素です。このタンパク質は、腫瘍形成、神経変性、アポトーシスなど、複数の細胞プロセスにおいて役割を果たすと考えられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2015年9月]、機能：オートファジーにおいて中心的な役割を果たす（類似性による）。抗ウイルス宿主防御において役割を果たす可能性がある。神経毒性を持つシンドビスウイルス株による感染を防御する。,類似性：ベクリンファミリーに属する。,細胞内局在：小脳プルキンエ細胞の樹状突起および細胞体に発現する。,サブユニット：GOPCおよびGRID2と相互作用する。AMBRA1と相互作用する。おそらくAMBRA1およびPIK3C3と複合体を形成する（類似性に基づく）。BCL2およびBCL2L1と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	オートファジーの調節;
	画像データ
	

	1:200 に希釈した Beclin-1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。
	

	1:200 に希釈した Beclin-1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。
	

	1）293T細胞溶解物、2）C2C12細胞溶解物、3）ラット脳組織溶解物の1:2000希釈Beclin-1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。

